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論文内容の要旨
本論文は，溶接熱影響部 (HAZ) において，優れた耐孔食性，耐粒界腐食性，耐応力腐食割れ (S
C C) 性，ならびに靭性を有する二相ステンレス鋼を開発するための指針を得ることを目的として行なっ
た研究を取りまとめたもので"次の 6 章より構成されている O
第 1 章では，従来の研究を通覧し，解決すべき研究課題を明らかにした上で本研究の必要性と目的を
示した。
第 2 章では，耐孔食性の向上を目標とした高 Cr (27.5%) ，高 Mo (3.8%) 二相ステンレス鋼，およ
び硝酸中での耐粒界腐食性の向上を目標とした高 Si (3.3% Si , 23% Cr) 二相ステンレス鋼について，
HAZ でのシグマ相，窒化物の析出抑制のための Ni， N 量の選定の指針を示した。
第 3 章では，高 Cr (27.5%) ，高 Mo (3.8%) 二相ステンレス鋼，および高 Si (3.3% Si , 23% Cr) 
二相ステンレス鋼について， HAZでの靭性と耐食性に及ぼす Ni， N 量の影響を，第 2 章で得られた
知見をもとに，析出物の生成の観点より考察し，靭性，耐食性改善のための Ni ， N 量の選定の指針を
示した。
第 4 章では，従来の二相ステンレス鋼では困難とされていた塩化物環境での SCC に対する抵抗性の
向上を図るため，粉末治金法による Ni を含まないフェライト相をもっ全く新しい二相ステンレス鋼を
提案し，その有効性を確認した。さらに，フェライト相への Ni の拡散の観点より HAZ での耐 SCC
性を明らかにした。
第 5 章では，第 2 章から第 4 章までで得られた知見に基づ、いて耐孔食性二相ステンレス鋼，耐硝酸性
二相ステンレス鋼および耐SCC性二相ステンレス鋼について， HAZ の性能からみた材質設計を行い
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実際の生産設備で製造しHAZ で優れた性能を示すことを確認し，本研究の知見の有効性を示した。
第 6 章では，本研究で得られた主要な結論を総括した。
論文審査の結果の要旨
近年，二相ステンレス鋼に高度の耐食性が要求されるようになり，この目的を達成するために多量の
合金成分を添加した鋼が開発されつつある O しかし，高合金二相ステンレス鋼のHAZ では溶接熱のた
め耐食性や靭性が劣化することが指摘されているO
本論文は，これらの劣化原因を明らかにし，その知見をもとに優れた性能を有するHAZ を確保する
ための合金組成を選定したもので，得られた主要な成果は次のとおりである。
1 )高 Cr (27.5%) ，高 Mo (3.8 %)二相ステンレス鋼および高 Si (3.3% Si, 23% Cr) 二相ステ
ンレス鋼のHAZ での耐食性および靭性の劣化原因はシグマ相および窒化物の析出であることを明ら
かにし，これらの析出におよぼす Ni ， N 量の影響について明らかにしている。また，得られた結果
より， HAZ の優れた耐食性と靭性を確保するための Ni， N 量の適正値を提案している O
2 )従来の二相ステンレス鋼ではフェライト相に Ni を含有するため，十分な耐SCC性を確保し得な
かったが，粉末治金法により Ni を含まないフェライト相をもっ全く新しい二相ステンレス鋼を提案
し，その有効性を明らかにしている O さらに，溶接熱によるフェライト相への Ni の拡散へについて
も検討しHAZ の耐SCC性についても明らかにしている。
3) これら提案した二相ステンレス鋼を実際の生産設備で製造し そのHAZ で優れた性能を示すこと
を確認し，実用化し得ることを明らかにしている。
以上のように本論文は二相ステンレス鋼のHAZ の耐食性と靭性に関して多くの有用な知見を与え
ており，溶接工学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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